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の所有者が曖昧になっていたため、2013 年 4 月に同図書










～1932（昭和 6～7）年発行の 3 号、14 号、18 号が欠如し









れたのは、1934（昭和 9）年 5 月の 41 号「同人雜錄」の
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1937（昭和 12）年 2 月の 73 号「雜錄」においてである。
















柳は、翌年 4 月の 87 号「編輯後記」でも、ホームスパ





















 図 1 は、雑誌に挟まれていた及川のメモの紙片である。
このようなメモは、4 冊ほどの雑誌に挟まれていたが、う
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の及川は、町長職（1941（昭和 16）年 5 月～1945（昭和
20）年 5 月）に就き、多忙を極めていた。また、柳は、
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・1937（昭和 12）年 7 月 27 日消印 
「蘇枋染紙の事て御厄介かけ恐縮、樂みにしてゐます、」 
・1937（昭和 12）年 8 月 20 日消印 
「美しき紙お届け頂き嬉しく拜受、御苦心千萬感謝、蘇
枋のも樂しみにしてゐます、」 



























 ところで、柳は、雑誌 120 号の表紙について、1948（昭
和 23）年 1 月 29 日消印の書簡で、「「工藝」百二十號の
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㻠㻚㻞㻌雑誌 㻤㻣号の色染和紙 
 雑誌『工藝』は、28 号、59 号、87 号の 3 回において和






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た。最初の紹介は、1934（昭和 9）年 5 月刊行の雑誌であ




















柳は、1937（昭和 12）～1940（昭和 15）年の間で 4 回
ほど、雑誌の表紙用の色染和紙を及川に依頼していた。 
表紙の色染和紙が、及川の作であることを確認できたも
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